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※CAN-DO リストとは，各領域，各学年の学習到達目標を示すものである

 

Ⅰ はじめに 

 

  2020 年度から小学校で新学習指導要領 

 が全面実施され，今年度からは中学校に 

おいても新学習指導要領が全面実施され

ている。目標には，「外国語によるコミ

ュニケーションにおける見方・考え方を

働かせ，外国語による聞くこと，読むこ

と，話すこと，書くことの言語活動を通

して，コミュニケーションを図る資質・

能力を育成すること」が掲げられ，総語

彙数や言語材料など，指導内容が増加し

外国語教育の充実がますます求められて

いる。 

本市においては，2018 年 8 月に相模原

市小中一貫教育基本方針が策定され，こ

れまで進めてきた小中連携教育を 2020 年

度から小中一貫教育へと発展させ，小学

校では 2019 年度から外国語活動及び外国

語科を先行実施している。 

そこで，本研究では，子どもたちにコ 

ミュニケーションの楽しさや大切さを実 

感させながら，小学校から中学校へとス 

ムーズにステップアップし，英語の「聞 

くこと」「読むこと」「話すこと[やり取 

 

 

り]」「話すこと[発表]」「書くこと」の 

４技能５領域を育成していくために，小中

７年間を見通した外国語の指導を進めてい

くことが大切であると考えた。その手立て

として，小中一貫を意識した教育を目指す

ため，相模原市の児童生徒の実情にそった

小中７年間分の CAN-DO リストを作成するこ

ととし，研究テーマを「CAN-DO リストに基

づき共に目指す小中一貫の英語教育」と設

定した。 

 

 

Ⅱ 研究の経緯 

 

１ 児童生徒の実態 

 

 研究を始めるに当たり，児童生徒の実態

を把握するために，教育研究員の所属する

学校で児童生徒にアンケートを実施した。

項目は以下のとおりである。 

 

 ①外国語の学習は好きですか。 

 ②楽しみな活動は何ですか。（複数回答） 

 ③苦手な活動は何ですか。（複数回答） 

 ④めあてをもって取り組んでいますか。 

 ⑤CAN-DO は役に立ちましたか。 

2020 年度から小学校で新学習指導要領が全面実施され，今年度からは中学校においても新

学習指導要領が全面実施されている。本研究で行った教員へのアンケート結果では，小中の

外国語学習の系統性を意識した指導が行われていないなどの課題があることが分かった。小

中連携がますます求められる中で，本研究では，小中７年間を見通した学びの連続性を重視

し，外国語の指導を進めていくための手立てとして，相模原市の児童生徒の実情にそった小

中７年間分の CAN-DO リスト（※）や振り返り用紙，小学校各学年の CAN-DO を作成した。ま

た，それらを実際の授業で活用し，実践を積み重ねた。  

その結果，児童生徒や教員が小中７年間で身に付ける力を理解し，見通しをもって，継続

した学習が展開できるようになってきた。 

 

 

 



 

【6 月アンケート 小 154 人・中 220 人対象】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育研究員の小学校３・４年生の自校で

の調査では，外国語に対する抵抗感という

ものは少なく，歌やチャンツなどのリズム

に乗って外国語を発することへの意欲が高

い。一方，自身の名前をローマ字で「書く」

という活動に関しては，戸惑いを感じてい

る様子が見られた。 

小学校５，６年生の高学年では，75％が

外国語の学習が好きで，「話すこと」だけ

でなく，「読むこと」や「書くこと」につ

いても楽しみにしている児童が多い。授業

では，例文を参考にしながら会話をしたり，

会話を聞いて大体の内容を理解しようと努

めたりする児童が多くいる。また，ALT との

コミュニケーションも良好という実態が見

られる。 

課題としては，「書くこと」において，

ヘボン式と訓令式との違いに戸惑い，その

二つを混在してローマ字を書いてしまう児

童が多くいることである。また，理解に差

が出てくる時期でもあり，自信がない表現

については，声が小さくなるなど消極的に

なる傾向がある。 

 中学校では，「楽しみな活動」として，

「やり取り」と回答する生徒が多くいた。

授業の様子からも簡単な文や単語を聞くこ

とができ，それらを用いて伝えようとする

姿勢が見られる。 

 一方，課題として，「話すこと[発表]」

に関しては苦手意識が強い傾向があり，授

業の様子からも，人前で発表できないと思

っている生徒も少なくない。また，中学校

では情報量が多いため，まとまった英語を

聞くことを苦手とする生徒もおり，小学校

に比べ，得意・不得意の二極化が激しくな

ってきているという課題がある。 
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２楽しみな活動は何ですか
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５CAN- DOは役に立ちましたか
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２ 教員の実態 

 

 小中接続を図る上で，まずは小学校・中

学校の教員が，外国語の指導や学習環境な

どについてどのように感じているのか，現

場の声（困り感）を聞き取ることにした。

聞き取りの結果は以下のとおりである。 

 

【小学校】 

・自分とALTの発音のギャップがあり，自身 

 の発音が合っているのか不安を感じる。 

・児童が知りたい英語に答えるための英語 

力が身に付いていない。 

・単元の Goal がよくわからず，一時間を乗 

り切るのに精一杯になってしまっている。 

・他教科と比べて小学校３年生から中学校 

 ３年生までの学習がどのように繋がって 

いるのか，系統性を把握しきれていない 

ため，何をどこまで指導し，身に付けさ 

せればよいのかが曖昧で学習が深まって 

いかない。 

 

【中学校】 

・小学校では，どのように授業を進めてい 

るのか分からない。 

・児童がどのような力を身に付けて，中学 

 校へ上がってくるのか分からないため， 

指導に生かせない。 

 

 などが課題として上がった。以上のこと

から，小学校では，１時間の授業をこなす

ことに精一杯で，単元全体を見通した授業

計画や，中学への接続を考える余裕がない

状況にあることが分かる。 

一方，中学校では，英語の指導に関して

指導者が専門的知識を有していることや，

中学３年間分の CAN-DO リストを全ての学校

で既に作成していることから，指導に関す

る不安の声は上がらなかった。しかし，小

学校の段階でどのような指導が行われ，子

どもたちがどのような力を身に付けてきて

いるのかという具体的な内容を把握できず

指導に生かせていないということが分かっ

た。  

また，同じ中学校区であっても，小学校

によって「できていること」，「できてい

ないこと」の差があり，中学１年生の初め

の指導に影響があることも分かった。 

  

 

 

３ めざす子ども像 

 

本研究では目指す子ども像を次のように

設定した。 

 

・「聞くこと」「読むこと」「話すこと[や 

 り取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」 

 の４技能５領域の言語活動を通して，児 

童生徒がコミュニケーションの楽しさや 

大切さを実感しながら，小中７年間の学 

びを連続したものとして捉え，学びを深 

めようとしている。 

・７年間を見通し，「CAN-DO リスト」に基 

 づいた外国語学習を通して，何を学習し， 

 できるようになるのかを明確に理解し， 

振り返りを通して自らの学びを評価し， 

自己調整を図りながら粘り強く学習に臨 

もうとしている。 

 

そのような姿を目指す理由は，小学校３

年生から中学校３年生までの外国語教育が，

繋がっているということを意識し，児童生

徒が見通しをもって学習することができる

ようにしたいからである。 

また，そうすることで，その学年におい

て何を学び，何を目指すのか明確に理解で

きるようになる。目指すべきものが明確に

なると，その目標において，自らの学びが

どの程度できているかを客観的に振り返る

ことができ，その振り返りが更に次の学習

意欲へとつながっていくのではないかと考

えた。 

そして，学習の連続性が小中接続の隔た

りを少しでも小さくすることができるので

はないだろうかと考え，研究仮説を次のよ

うに設定した。 

 

 

研究仮説 

 小中一貫を見通した CAN-DO リストを作

成し，活用することで，７年間を見通した

外国語学習ができるようになり，小中の接

続がより円滑になるであろう。また，それ

ぞれの段階で何を目指せばよいのかが明確

になることで，児童生徒が見通しをもって

学習に取り組めるようになるとともに，自

らの学びを具体的に評価し，自己調整を図

りながら粘り強く学習に取り組むことがで

きるであろう。 



 

Ⅲ 研究内容 

 

１ 小中７年間分の CAN-DO リスト等の作成 

 

２ CAN-DO を生かした授業実践 

  

３ CAN-DO 付き振り返り用紙の活用（小 

  中一貫の視点） 

 

     

Ⅳ 研究実践 

 

１ 小中７年間分の CAN-DO リスト等の作成 

 

 まず初めに，小中の７年間の学びの系統

性が分かるように，相模原市版小中７年間

分の CAN-DO リストを作成した。工夫した点

として，各学年で到達目標を上段と下段に

分けた。下段は，上段をより具体的に示し

たもので，これだけは確実に身に付けてお

く到達目標になり，下段を身に付けた上で， 

上段に取り組む形にしている。また，小学

校では，現行の教科書の内容を扱って記し

ている。 

中学校においては，各学校で独自の CAN-

DO リストを使用していることから，学習指

導要領を参考に，最終の到達目標を設定し

ている。 

本研究では，小中７年間分の CAN-DO リス

トを含め，作成したものは次のとおりであ

る。 

 

⒜小中７年間分の CAN-DO リスト  

※資料１参照 

⒝小学校３～６年生の年間の CAN-DO 

 ※資料２参照 

⒞小学校５，６年生の学期ごとの CAN-DO 

 ※資料３参照 

⒟CAN-DO 付き振り返り用紙 

 ※資料４参照 

  

２ CAN-DO を生かした授業実践 

 

（１）小学校の実践 

 

① CAN-DO の活用方法 

 まず，教員側は小中７年間分の CAN-DO

リストを確認し，児童が何を身に付けて

いるのか把握する。次に，「年間・学期

毎の CAN-DO」の内容を確認，単元のゴー

ルの活動を決め，それに向かって単元計

画を立てた。次に児童用の「振り返り用

紙」の CAN-DO 欄に予め，この単元ででき

るようになることを教員側で記述し，児

童に分かりやすく示せるようにした。次

に児童には単元の最初の時間に上記で上

げた，「年間・学期毎の CAN－DO」，「各

Unit の振り返り用紙」を配付し，単元で

身に付ける力を確認し，見通しをもたせ

た。 

【資料４参照】 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

②具体的な手立て 

 

⒜ 目的・場面・状況の設定 

単元の導入では，実際に担任とALTが自分

の出身地のおすすめスポットや，そこで何

ができるのかを写真を見せながら紹介した。

その後「ALT にもっと自分の町の良いところ

を知ってもらおう」という目的・場面を設

定し，子どもたちにゴールの姿を意識させ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⒝ 話すことから書くことへの領域統合 

小学校外国語科にはコミュニケーション

を図る素地や基礎を養うことが目標として

記されている。そのため，ALT や友だちとや

り取りをしたり，時にはゲーム的な要素を



 

加えたりして，楽しさを味わいながら活動

する場面を多く設定している。そして，書

く活動の前には，聞く活動や話す活動を十

分に行い，英語表現に慣れ親しんでから進

めている。 

そこで，授業の初めには毎時 Small Talk を

設定し，友達同士のやり取りを通して表現

に慣れ親しむ活動を取り入れた。 

最初は“Where are you from?” “I’m from 

_____.”の１回のやり取りから始め，学習が

進むにつれて２，３回のやり取りへと増や

していった。以下に対話例を示す。 

 

【対話例】 

 

A: Where are you from?        

B: I’m from __  _____. 

A: What do you have?              

B: We have ___  ____. 

A: What can you do?            

B: We can ______  __.   

A: Thank you. 

                                       B:You’re welcome.        

 

 

 “We have _______.” ‟We can _______.”の

空欄には，教科書デジタル教材を活用し，

よく使われる場所（例：park, gym, library

等）やその場所でできることを考えさえ，

会話に繋げた。また，ゲームを交えながら

十分に発音に慣れ親しむ活動を取り入れた。

毎時間で Small Talk を行った後，光村４線

フォントを使用したワークシートを活用し，

「書く」活動へとつなげた。この活動を毎

時間積み重ねることによって，町紹介パン

フレット作成の際には，スムーズに活動に

移行することができた。 

⒞ 「書くこと」の視点 

 ３つの視点を基に指導を行った。 

 

１．４線上に大文字，小文字を区別して書 

  く 

２．文字と文字の間（単語ごと）にスペー 

  スを空けて書く 

３．ヘボン式ローマ字を使って書く 

 

 また，子どもたち同士でも確認し合える

チェック欄を設け，他者評価を通して，自

分自身が書いたものについて再度振り返り

をさせた。 

 

 

⒟  授業を終えて 

指導者が意識して上記３点の指導を重ね

て評価していくことで，子どもたちの「書

くこと」の技能が向上したと考える。特に

「４線上に大文字，小文字を区別して書く

こと」に関しては，単元に入る前に行った

アルファベットの書き取りテストと比べ，

より正確に書くことができるようになった。

また，字間においてもしっかりと間を空け

て書くことができるようになっていた。 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

（２）中学校の実践 

 

①CAN-DO の活用方法 

 教員は年間計画と小中７年間分の CAN-DO

リストを元に，単元の目標や活動を定め，

それに向けて単元計画を立てた。さらに単

元ごとに CAN-DO を明記した振り返り用紙を

作成し，単元を通してできるようになるこ

との見通しをもたせた。 

 生徒には年間計画と年間の CAN-DO リスト

を年度の初めに，各単元の CAN-DO 付き振り

返り用紙を各単元の初めに配付し，見通し

を持てるようにした。単元のゴールに向け，

授業ごとに目標やねらいを記入し，その目

標に対した振り返りをできるようにした。 

 

【資料４参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

②具体的な手立て 

 

 (a)目的・場面・状況の設定 

 単元の導入では，教科書を用い，「どん

なスポーツをすることができるか。」とい

う表現にふれ「できること」について考え

た。単元のまとめとしてALTやクラスメート

に向け，「自分自身が紹介したい場所」に

ついて，「その場所に行きたい理由」や

「その場所でできること」を紹介するパフ

ォーマンステストを設定した。 

 

(b)話すことから書くことへの領域統合 

小学校では英語の文章を書き写すことが

目標に掲げられているが，中学校では書き

写すのではなく，「まとまった文章を書く」

ことが求められる。まず，ペアやグループ

でやり取りし，会話の回数を十分に設け，

英語表現の幅を広げた。その後，生徒はそ

れらの表現を取捨選択し，ワークシートに

記入した。 

 また，正しい表現につなげるため，ペア

での会話やグループでの活動の際に，机間

指導を行い，適宜修正を加えた。 

【対話例】 

 

A: Where do you want to go? 

                              B: I want to go to         . 

A: Why do you want to go to             ? 

                     B: Because I             . 

A: What can you do there? 

                              B: We can               . 

A: Anything else? 

                              B: We can             too. 

    の部分に入る場所については，生

徒自身が行きたいと思っている場所につい

て考えさせることで，自発的な表現につな

げた。また，できることについては，単元

のまとめに向け，タブレットを用いてより

多くの情報を集めさせ，より中身の濃いも

のとなるよう指導した。 

 

(c)「書くこと」の視点 

小学校と同様に，３つの視点を基に指導

を行った。 

 

(d) 授業を終えて 

実際の授業における評価としては，紹介

したい場所についてのスピーチ原稿を書き，

クラスメートやALTに発表することで単元の

総括評価とした。評価のポイントとして，

「１．ワークシートに正確に書けているか。

２．内容面が充実しているか。」を評価し

た。 

 その中で，指導者が「書くこと」の３つ

の視点を継続的に指導し評価することで，

生徒の「書くこと」の技能が向上したと考

える。また，単元に入る前と比べても，よ

り字のバランスや感覚を意識して書くこと

ができるようになった。 

 内容面に関しては，形容詞と名詞を繋げ

たり，副詞を使ったりするなど，文章が長

くなり，より場面や状況を意識したまとま

りのある文章が書けていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ CAN-DO付き振り返り用紙の活用（小 

中一貫の視点） 

 

単元や学期の終わりでは，児童にはでき

るようになった CAN-DO に色を塗らせ，生徒

には，それぞれの観点の CAN-DO を A，B，C

の３段階で評価をさせ，自身の学習を振り

返らせ，次の学習へとつなげるようにした。 

 

【小学校「書くこと」】 

・単語と単語の間に注意して文を清書する 

ことができました。 

・気持ちを加えて，パンフレットの下書き 

をすることができた。押しこまないよう 

に書くことが大切だと思った。 

・集中して，英語（ローマ字）をキレイに

書くことができた。私のおすすめスポッ

トの良さが，みんなに伝わるといいなと

思った。 

・大文字，小文字に気をつけて書くことが

できました。次は，言う練習をしてスム

ーズに言えるようにしたいです。英語の

単語と単語の間を空けて書いているので，

言う時もハッキリ言えるようにしたいで

す。 



 

【中学校「書くこと」】 

・行きたい所（USA）で何ができるかを書く 

ことができた。また，それについて詳し 

く書くことができた。 

・質問，回答の会話の流れから紹介するた

めの文に直し，文法に沿って正しく書く

ことができた。 

・班の人と話し合うことでよくわかること

（書き方）があったから，これからは班

の人との会話を大切にする。 

・難しい文章だと聞いている相手がわかり

づらいとわかったので，なるべくわかり

やすくまとめられるように単語を調べよ

うと思った。 

 

 

CAN-DO 付きの振り返り用紙を使うことで，

児童生徒の目標に対しての到達度を，記述

を通して確認することができた。生徒の記

述から，「どんなことができているのか，

できていないのか」，「次の授業ではどの

ようなことを意識して取り組めばよいのか」

など，自己調整を図るきっかけとなった。 

また，小中一貫の視点から，２つの授業

を「場所の紹介」というつながりのある単

元で実践したことにより，児童生徒の学習

の高まりを見ることができた。上記であげ

た児童生徒の二つのライティングでは，小

学校で学習した表現や内容が，中学校では

使う動詞が増えたり，より詳しく説明が用

いられたりするなど，内容面の充実が図ら

れている。小中一貫の視点を持って，それ

ぞれの学校の教員が単元や授業を計画し，

実践につなげることで，児童生徒も既習事

項を関連させやすくなり，より主体的に学

びに向かうことができたのではないかと考

える。 

 

 

Ⅴ 研究の成果と課題 

 

成果 

【児童生徒】 

・児童生徒が単元で身に付けるゴールが明 

確になり，見通しをもって授業に臨むよ 

うになった。 

・何を学んで，何ができるかが自覚できる 

ことで，英語を使って進んでコミュニケ 

ーションを図ろうとする意欲が高まった。 

・振り返り用紙からは，自分自身の学習状 

 

況を振り返り，次に向けての具体的な記 

述が見られるようになった。 

 

【教員】 

・小学校では，学年間の見通しが立ち，学年を 

もちあがらなくても，児童が身につけている力 

が分かった。 

・中学校では，小学校での活動が見え，特に 

導入期の指導がしやすい。 

・教員が単元のゴールを意識して毎時間の授 

業を組み立てやすくなった。 

・児童生徒と教員のゴールが一致し，振り返り 

の内容もより具体的になってきた。 

 

 

課題 

【児童生徒】 

・CAN-DO の有用性を感じることができない児

童生徒も見られた。 

 

【教員】 

・小学校では CAN-DOの使い方について教員 

 間で十分に周知できなかったため，使い方に 

 差が出てしまった。 

 

 

Ⅵ まとめ 

 

上記から，児童生徒が CAN-DO を活用し，

ゴールに向かって見通しをもちながら振り

返り，できるようになったことやできなか

ったことなどを把握して，自己調整を図り，

粘り強く学習に取り組んでいたことが分か

った。また，コミュニケーションの楽しさ

を実感しながら，英語を進んで使うなど，

様々な言語活動を通して，学習を深めてい

る姿も見られた。このことから，CAN-DO に

基づく指導は，小中一貫の英語教育の実現

に向けて有効であるとの結論に至った。 

今後は，小・中・高等学校の外国語科の

目標にある「コミュニケーションを図る資

質・能力」を育成していくために，教育研

究員で CAN-DO 活用動画を作製し，CAN-DO リ 

ストの使い方を普及させながら，小中一貫 

の英語教育が展開されるようにしていきた 

い。 
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